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養豚飼料におけるビタミン B'2の適正給与量

大成

ビタミンの定義はいろいろな成書に明らかにさ

れているが， r微量で動物の栄養を支配し，その成
長および健康保持に欠くことのできない有機物質」

と定義される。

ビタミンは 1910年，鈴木梅太郎博士がオリザニ

ンとして，初めて発見したのが曙矢とされる。

体重 20~30 kgの子豚に対するビタミンとアミノ

酸の 1日当りの要求量をみると表 lのとおりで，ビ

タミン B12は要求されるビタミン中，最も少ない単

位で示されている。

ビタミンと密接な関係を示すものに必須アミノ

酸があるが，両者の要求量には大きな差があるもの

の，生物学的な意義において判然たる区別のつけ難

いものがある。

たとえばトリプトファンはニコチン酸の前躯体

であり，パントテン酸がパリン，アスパラギン酸，

システインから生成されると考えられている。

ビタミン B12(シアノコパラミン)は Rickes(1948)

や， Smith (1948)が，肝臓から結晶状の抗貧血性成

分を抽出し，ビタミン B12と命名したのが始まりで

ある。

1955年イギリスの女性化学者 Hodgkin(オックス

フォード大講師，ノーベル化学賞受賞)が，その構

造を決定した。

1972年，アメリカのハーバード大学の Woodward

や，スイス農工大学の Eshenmoserが全合成に成功

j青*

した。

ビタミン B12は抗貧血因子(Antipernicusanemia 

factor)， Animal protein factorなどとも呼ばれたこと

がある。

豚に欠乏症についてはあまり知られていないが，

肉牛の場合コバルト欠乏地帯では B12欠乏症が起る

ことがあり， r牛のくわず症」とか， r霧酔病」には
投与効果があるといわれている。

1 .養豚飼養における

栄養学の進歩

J. L. Krider(1956)はFeedstu他誌に「養豚飼養にお

ける栄養学の進歩」と題する総説を発表している。

この報告によると，25年以前には離乳から屠殺ま

での期間， 100ポンドの増体に対し 425ポンドの飼

料を必要としたが，現在では同量の飼料で 122ポン

ドの増体がえられるとしている。(現在はもち論

1956年)

25年間で屠殺までの飼育期聞が 23%短縮させえ

たし， 1腹当りの離乳頭数も 6頭から 7頭に改善さ

れ，優秀な農家では 8 頭~10 頭も離乳させている。

また平均離乳体重は11kg から 18~23kgにもなった。

このような長足の進歩のえられたのは，豚の栄養，

育種，管理などの進歩によるもので，栄養に関する

学問の進歩は発育の促進，飼料効率の改善に大いに

役立てている。

表 1 体重 20~30kg 子豚の養分要求量(日本標準 2013)

有効アミノ酸 水溶性ビ、タミン

10g以上 ロイシン(11.2)，リジン(11.2) 400mg以上 コリン(452)

フェニールアラニン+チロシン(10.6) 10以上 ニコチン酸(14.4)， 

5以上 ノ〈リン(7.7)，トレオニン(7.3) パントテン酸(11) 

メチオニン+シスチン(6.9)， 3以上 リボフラビン(3.55)

イソロイシン(6.7) l以上 ビタミンB6(l.61)，チアミン(1.29)

2以上 アノレギニン(3.7)，ヒスチジン(3.6)， 100階以上 葉酸(390)

トリプトファン(2.1) 10以上 ピオチン(60)

1以上 ビ、タミンB12(16.1) 

*家畜栄養コンサルタント (KiyoshiOn町i) 0369-5247/14/￥500/1論文/JCOPY
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この報告ではアミノ酸バランス，種雌豚の飼料，

子豚のスターター，脂肪の問題，ビタミン(リボフ

ラピン，パントテン酸，ピタミン B12)，未知因子，

無機物，抗生物質についても具体的に解説している。

ピタミン B12 については，体重 5~11 kgの子豚に

対しては飼料 1 トン当り 18~20 mg添加(日本標準

-2013年版では 17.5mgの添加)，体重 11kg豚に

は 14mg添加(15.0mg)，体重 23kg豚には 10mg 

添加(12.5mg)としている。

この添加量は現在の標準からすれば多い場合も

あり，少ない場合もあるが大きな逸脱はない。

2. 子豚に対するビタミン B12
の効果

01956年頃のスペインの J.M. S. Luqueの報告だ

が，子豚にテラマイシンとビタミン B12を添加した

試験区の成績は， 40日間の平均増体量は 28.8kg， 

無添加の対照、区は 21.5 kgで、あった。 1日平均増体

量は試験区の 0.72kgに対し，対照区は 0.54kgで

しかなかった。

0ビタミンの必要量は畜種や，その家畜の体重，つ

まり飼育ステージごとに一定でなく，ほかの栄養素

との関係も重要である。

この問題についてアーマ一社のJ.H. Hopperは，

ミネソタ大学における家畜栄養会議(1957)で， r家
畜栄養研究の新動向j と題して講演している。

これによれば，カロリーの給源として脂肪を多給

すればビタミン Blの必要量を増し，コリンの摂取

量が増えれば，ビタミン B12の要求量が増加すると

述べた。

o Feedstu白紙(1957)に発表されたE.Hurwitzの「活
性汚泥の飼料価値」についての報告である。

シカゴ市の衛生局ではイリノイ大学の栄養学教

室と共同で， 1952年以降下水処理により生ずる活性

汚泥の飼料化について研究している。

分析の結果をみると，活性汚泥の CP は 30~35% ，

アミノ酸は必須アミノ酸のほかシスチン，チロシン，

グリシン，グルタミン酸を含み，その生物学的価値

は 50と推定している。なおこの値は，穀類と同程

度の値である。

ビタミンとしてはB2，B12，パントテン酸，ナイア

シン，コリンなどを含み，とくにB12が豊富である。

ミネラルには Ca，Mg， Fe， S， P， K， Mn， Cu， 

CoおよびZnが含まれている。

幼豚に対する飼養試験の結果，配合適量は 2%で，

これで必要な B12が充足され，この程度が幼豚の生

長に悪影響がみられない限度とされた。

0カナダの J.D. House ら (2003) は，体重 5~10 kg 

の早期離乳子豚のビタミン B12要求量について試験

している。

第 1回試験はビタミン B123. 5μ.g/kg含有の欠乏

飼料を用い，これに単体のコパラミンを 0，35， 70， 

105， 140陪/kg添加の 5区を設けた。

第2回試験は 0，10， 20， 30， 40問/kgの5区を

設けた。

最初の試験では試験期間15日間の増体，採食量，

飼料効率に区間差はなかった。しかし，血摂コパラ

ミン濃度は 1区が有意に低く，ホモシステイン濃度

は有意に高かった。

第2回試験ではビタミンB12濃度を， 0μgから 30

μ.g/kgに高めると血襲コパラミンは直線的に増加し

たが，以後プラトーになった。

血柴ホモシステイン濃度は 0μgを30μgに高め

ると，直線的に減少し以後プラトーを保った。

以上 2 つの結果から，体重 5~10 kgの早期離乳

豚をコパラミン欠乏の飼料で飼育する場合， 35 

陪/kgの単体コパラミンを添加する必要があると認

められる。

これは日本標準(2013)の 17.5問 /kgの， 2倍と

いうことになる。

3.繁殖豚に対するビタミン B12 

の適正量

Oカナダの研究者がビタミン B12と，豚の繁殖との

関係について報告している。

妊娠豚 12頭と不妊豚 10頭に，ビタミンB12250陪

を筋肉注射し，注射前と注射後 24時間(A)と， 48 

時間(B)の血液を採取した。

そして(A)の(B)に対する比率が 0.6またはそれ

以上であれば，栄養的にみて 93%以上は繁殖能力が

あるということになる。

日本標準(2013)では妊娠豚は飼料 1kg中 1，250

陪 /kg，授乳豚は 1，000開/kgのビタミンB12を必要

としている。
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一方，飼料中の含量については，日本標準にはト

ウモロコシも大豆粕も記載がない。

日本食品標準成分表(2010)にも， トウモロコシ(黄

色種，輸入品)には，ビタミン Bl2の含量は0である。

大豆粕の原料である大豆(全粒)は産地(国産，米

国産，中国産，ブラジル産)を間わず， Bl2の含量は

Oである。

したがって繁殖豚に対しては，ビタミン Bl2の添

加は不可欠となる。

0オハイオ州立大学で開催された「養豚の日 J

(1964)に，繁殖用雌豚にビタミン Bl2を飼料 1トン

につき 100gとしづ高濃度添加，これは日本標準

(2013)では飼料トン当り 15mg添加なので，単位

が間違っているようにも思われるが，とにかく NRC

標準の 10倍量を与えた。

試験は 4回行ったが，ビタミン Bl2を添加した試

験区は，一腹当りの産子数が 1頭多く，生時体重も

大きく，元気も良かった。

一腹子体重も試験区が大きく，平均1.86 kg増で

あった。 2週齢時体重も試験区が大きく，平均2.81

kg増となった。

しかし，試験の一部で、は高水準添加区に，子豚の

死亡率を高める場合もあり，若雌豚では効果の判然

としない場合もあった。

Oオハイオ農試の H. S. Teague (1966)は， トウモ

ロコシ・大豆粕飼料を基礎とする繁殖豚用飼料に，

ビタミン Bl2を飼料 1トン当り 1区は無添加の対照

区， 2区は 100mg添加区， 3区は 1，000mg添加区と

した。

日本標準(2013)では 15mgとなっているが，本

試験ではこの量よりもはるかに多い添加量である。

この結果をみると，初産次と 2産次にはビタミン

Bl2の効果は認められなかったが， 3産次と 4産次で

は Bl2添加区の方が産子数，子豚体重が有意に多い

ことが認められた。

0カナダのラヴァル大学の F. Simardら(2007)は，

初産時の妊娠期飼料中の B12含量が，繁殖成績に及

ぼす影響を調べている。

供試豚には大ヨークシャ一種×ランドレース種

の未経産豚40頭を用い，ビタミン Bl2含量を0(1区)， 

20 (2区)， 100(3区)， 200 (4区)， 400陪 /kg(5区)

添加の 5種類を作り，妊娠期に給与した。授乳期に

は25μg/kg飼料を全区に給与した。

妊娠期用基礎飼料の配合割合は， トウモロコシ

50%，大麦 20%，フスマ 20%，大豆粕(48%)5%， 

石灰 2.5%，高品質リン酸カノレシウム1.4%，食塩

0.5%，ミネラルプレミックス 0.1%，ビタミンプレ

ミックス 0.5%である。

含有成分はCP11. 3%，リジン 0.46%，Ca 1. 2%， 

P 0.7%， ME 3， 096 kcal/kgである。

試験成績をみると，供試頭数は 1，2， 4区は各8

頭， 3区と 5区は 7頭であった。

一腹当りの分娩頭数はl区11.9頭，2区10.3頭，

3区 13.3頭， 4区 11.3頭， 5区12.9頭で， Bl2の影

響は有意に認められた(P=0.06)。

一腹当りの生存子豚数は l区 11.4頭， 2区 9.3

頭， 3区 13.3頭， 4区11.1頭， 5区12.0頭である

(P=0.06)。

同子豚体重はl区16.5kg， 2区14.1kg， 3区18.7kg，

4区15.9kg，5区17.9kgであった(P=0.06)。

一腹当り離乳頭数は 1区 10.3頭， 2区8.8頭， 3 

区11.7頭，4区10.4頭， 5区10.7頭である (P=0.02)。

体重は l区65.9kg，2区59.5kg， 3区66.7kg， 4 

区68.8kg，5区68.0kgで，区間差はなかった。

血築中のビタミン Bl2濃度は飼料中のシアノコパ

ラミン水準が高まるにつれ増加し，本試験では

10陪/kgから 200μg/kgまで漸増したが，以後プラ

トーな値を示した。この傾向は血柴および肝臓とと

もに，分娩後 21日までの授乳期まで継続した。

血紫中のホモシステイン濃度(homocysteine;凶1)

は，飼料中のシアノコパラミン水準が高まるにつれ

減少し，本試験では 10開 /kgから 100μg/kgまで

漸減，以後プラトーな値を示した。

分娩時の成績をみると，初乳中のビタミン Bl2濃

度は，妊娠期の飼料中の Bl2水準が高まるにつれ有

意に高くなったが，この影響は分娩後 1日だけの現

象であった。

初乳摂取前の子豚の血築中のビタミン Bl2濃度は，

飼料中のビタミン Bl2の影響はみられなかった。

しかし，初乳摂取 1日後では，飼料中の Bl2含量

が高まるにつれ，直線的に増加した。

授乳中の子豚の血柴中のホモシステイン濃度は，

妊娠期用飼料の Bl2水準が高まるにつれ有意に減少

した。

折れ線回帰モデ、ノレ(broken-lineregression model) 

の解析から，母豚の血紫中のビタミン B12濃度を最
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大にするための，妊豚用飼料のビタミン B'2濃度は

164μ.g/kg，血襲中のホモシステイン濃度を最小に

するための妊豚用飼料中のビタミン B'2濃度は 93

μ.g/kgと推定された。

授乳期の母豚および子豚の血襲中のビタミン B'2

濃度を最大にするためには，飼料中のB'2濃度を 100

陪と 200問/kgと推定された。

わが国の飼養標準(2013)は，妊豚用，授乳豚を問

わず 15μg/kgとなっているが，これらの値とはか

なり離れている。

本試験の結果をみると，母豚の血紫中の B'2量は，

1~21 日の平均 (pg/ml) で 1 区 133. 1， 2区 133.7，3 

区 185.9，4区 196.1， 5区202.3で，給与飼料中の

B'2濃度は有意に影響した(P=0.05)。

初乳(0日)のB'2濃度(ng/ml)はl区4.78，2区6.06，

3区7.47，4区 10.23，5区9.86で飼料中の B'2濃

度は有意に影響した(P=O.Ol)。

豚乳(1日)のB'2濃度(ng九nl)はl区2.64，2区4.31，

3区3.87，4区6.22，5区6.71で，やはり飼料中の

B'2濃度は有意に影響した(P=O.Ol)。

肝臓(21日)の B'2含量(ng/g)は l区 148.7， 2区

212.9， 3区211.4， 4区298.0，5区320.8で有意な

影響が認められた(P=0.04)。

1日齢の子豚の血撲中の B'2濃度(ng/ml)は l区

0.93， 2区1.17， 3区1.20， 4区1.35， 5区1.34 

で，飼料中のB'2濃度が有意に影響した。

4. 肥育豚のビタミン B12要求量

日本標準(2013)は肥育豚における B'2要求量は，

飼料 1 トン当り体重 30~50 kg期は 10.0mg， 50~ 

70 kg期は8.0mg， 70~115 kg期は 5.0mgとなっ

ている。

OA. P. Grifoら(1964)は基礎飼料としてトウモロ

コシ，大豆粕，無機物からなる全植物質飼料を用い，

一部の区にアルフアルファミールを 5%配合した。

これらの飼料中のビタミン B'2はトン当り O.36~ 

1. 27 mgである。

供試豚は動物性蛋白質を含み，ビタミン B'2を添

加された飼料を給与した雌豚から生れた， 8週齢の

子豚である。

試験区におけるビタミン B'2の添加量は，飼料 1

トン当り l区 10mg， 2区20mg， 3区50mg，放

牧の 4区は 10mg，同 5区は 20mgである。

この結果をみると増体量，採食量，飼料効率にお

いてビタミン B'2の添加効果は認められなかった。

なおアルフアルファ 5%配合区は，増体量，飼料効

率とも低下した。

0フロリダ農試の K. L. Bryantら(1981)は，体重

60~120 kgの仕上期の肉豚に対するビタミンB'2の

添加効果を確めた。

給与飼料はトウモロコシ・大豆粕飼料で，去勢豚

にはCP14%，若雌豚にはCP16%飼料を給与した。

ビタミン B'2の添加は，この当時の NRC標準の

11 mcg/kg量の 2倍量の 22mcg/kgとした。

供試豚は 12~14 週齢の雌雄豚各 24 頭で，それぞ

れにビタミン B'2添加区と，無添加区を設けた。試

験期間は 70日である。

試験の結果は表 2のとおりである。この結果をみ

ると，ビタミン B'2の添加は増体日量，採食日量，

飼料要求率に有意な影響を与えなかった。いし、かえ

ると，肉豚仕上期にはビタミン B'2の無添加でも十

分ということである。

豚の場合，ビタミン B'2は消化管内で合成される

ほか，食糞による補給でも与えられるわけだが，こ

れで十分ということである。

しかし，有意差は認められなかったものの，去勢

豚，若雌豚を問わず，ビタミン B'2の添加区は採食

量が多くなり，増体日量も増加することは十分に示

されている。

表2 ビタミンB'2の添加が仕上げ期肉豚の
飼育成績に与える影響

去勢豚 若雌豚

+812 812 +812 812 

供試頭数 12 12 12 12 

開始時体重 kg 42.4 42.4 42.5 42.5 

終了時体重 kg 97.5 94.3 95.1 92.1 

増体日量 kg 0.79 0.74 0.75 0.71 

採食日量 kg 2.71 2.50 2.40 2.30 

飼料要求率 3.43 3.38 3.20 3.25 

K. L. Bryant et al. 1981 

5. ビタミン B12の生物学的
利用率

カナダの国立酪農・養豚研究・開発センターの J.

J. Matteら(2010)の研究である。
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離乳子豚のビタミン B12要求量は， NRC標準

(1998) は 15~20 問/kg としている。日本標準 (2013)

では，体重 5~10 kgの子豚には 17.5μg/kgとなっ

ている。

アメリカの飼料工場会(BASF. 2001)は，飼養標

準よりも高い 20~30μg/kg を示している。

最近カナダの HouseとFletcher(2003)や， Gi忽lとre

ら(2008)は，離乳豚や育成一仕上げ豚に 35と 25

μg/kgといった量を示している。

Simardら(2007)は，若雌豚の飼料に対し，ビタミ

ンB12を20μgから200陀 /kgへと 10倍に高めると，

血築中のビタミン B12濃度は 2倍になったと報告し

ている。

今までの試験報告を調べると，豚におけるビタミ

ンB12の生物学的利用率は，人やほかの動物の場合

と同様に，飼料中の B12のレベルが高まるにつれ低

下するとしている。とはいえ，どの場合，どのよう

に低下するかは未知数である。

この報告で採りあげられたピタミン B12の生物学

的利用率の推定方法は2つある。

供試飼料中のシアノコパラミン水準を2水準とす

るのは同じだが，方法Aでは8日間の体全体におけ

るビタミン B12の蓄積率から利用率を推定する方法

である。

方法Bというのは，門脈における正味のビタミン

B12の流出量から利用率を推定する方法である。

0供試飼料の配合割合

試験は2回行ったが，両試験とも同ーの配合割合

の飼料を給与した。具体的な配合割合をみると，ト

ウモロコシ68.35%，大豆粕(48%)22.51 %，エクス

トルード大豆 4.0%，動物性脂肪1.8%，第 1リン

カノレ1.44%，血柴蛋白質1.35%，乾燥ホエー1.0%， 

炭カル 0.96%，蟻酸カル、ンウム (98%)0.60%， L 

リジン 0.32%，DLーメチオニン 0.12%，L トレオ

ニン 0.08%，ミネラノレ・ビタミンプレミックス

1. 97%である。

含有成分は CP19. 0%， DE 14. 21 MJノkg，リジン

1. 24%， Ca O. 85%， P 0.71 %であった。

0試験 1(方法A)による利用率の推定

供試豚はヨークシャ一種ーランドレース種×

デュロック種の交雑種去勢豚 45頭を， 3頭群飼の

15ブロックに分けた。

離乳は28日齢，以後自由摂取の要領で飼育した。

また試験開始前 6週間は， B12の入っていないサプ

リメントを与えた。

各ブロック 3頭のうち 1頭を屠殺し，組織を採取，

B12含量を調べた。残りの 2頭にはビタミン B12をl

日当り 25μg(BI2-25区)，および250陪(BI2-250区)

を8日間給与した。

各部位のビタミンB12保持量(μg/kg)をみると，技

肉においてはB12-25区は48.9，B12-250区は 76.7(P

<0.01) ，肝臓は 22.2:18. 4(P=0. 48)，腸管では

4.5 : 9.3 (p= < 0.01)，体全体は 75.6: 104.4 (p= 

<0.02)となり，肝臓以外は有意差が認められた。

尿への正味排池量は1.0:2.22(P=<0.01)，吸収

された量は 76.6: 106.6 (p= < 0.02)で，これらの

項には有意差がありいずれも B12-250区が多かった。

生物学的利用率(bioavailability)は 38.2%: 5.3% 

で，両区間に大きな差があり後者が劣った。

0試験2(方法B)による利用率の推定

供試豚は28日齢に離乳したY一LXDの子豚(75.4

日齢，体重35.1kg) 11頭で，離乳後はビタミンB12

無添加の前述の供試飼料を給与した。

供試豚の門脈にはカテーテルと超音波流動計を，

頚動脈にはカテーテルを装着した。

試験期間中供試豚にはビタミン B12無添加区

(BI2-0区)， 25陪投与区(BI2-25区)，または 250陪

を丸薬の形で投与した(B-250区)。

この結果をみると動脈血襲中のビタミン B12濃度

は，飼料摂取後に漸減している。

B12-0区についてみると，試験開始時 120pg/ml 

あったものが，以後急速に減少し，摂取後 15時間

で最少の80pg/ml近くになった。

以後85pg/mlのラインを上下しつつ，最後の 24

時間目には92pg/mlに上昇した。

BI2-25区は試験開始時の B12濃度は 120pg/ml程

度あったが，以後横這いを続けながら低下した。と

りわけ採食後 3，9， 13， 17時間の低下が著しかっ

た。

最小値は採食後 17時間目で，最終の 24時間目は

105 pg/ml程度であった。

B12-250区は試験開始時の B12濃度は 130pg/ml 

で、あったが，以後その量を保持しながら横這いを続

け，最低値は採食後 18時間目で 120pg/mlを保っ

た。最終の 24時間目には 122pg/ml程度で、あった

(図 1参照)。



大成 養豚飼料におけるビタミンB'2の適正給与量 551 

140 

百 130 ， 
むD
0. 

自 120
巡
~ 110 
∞ 
510O 
E 

言90
蛍 I-0-812-0 (SEM二 4.8)
80 ~ I _←812-25 (SEM=4.5) 
}←B12-250 (SEM=4.5) 

70 
o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 

採食後の経過時間， s寺

図 1 採食後における動脈血媛中のビタミン B
'2
濃度の推移(試ー2)

図 lの経過が示すように，飼料摂取後のビタミン

B ' 2 の動脈血媛中の濃度は， 採食後 15~1 8 時に最ノj、

値を示したわけである。

この値は給飼前の値に比べ B'2一0区は 29.6%，

B'2_25区は 15.6%，B'2-250区は 10.0%と少ないこ

とになった。

0正味流出量(Netflu) 

門脈における 24時間当りの正味流出量の平均値

は，B'2-0区は 1.02::t O. 68， B'2-25区は 1.83::t 0.63， 

B12-250区は 3.53::t0. 63 ng/minであった。

その累積値はB12-25区は2.4μg，B'2-250区は5.1 

陪 で，その際の生物学的利用率は 9.7%と2.0%で

ある。

B'2の生物学的利用率は方法Aと方法 Bによって

変化するが，飼料中のビタミン B'2水準生物学的利

用率の聞には，負の相関々係のあることが，以上の

成績からも認められた。

離乳豚用飼料に対するビタミン B'2の添加適量は

どの程度かということになるが，肝臓中への蓄積量

を最大にするため，あるいはビタミン B'2の動脈血

媛中濃度の低下を防ぐためには 25陪/kgの添加が

必要といえる。

日本標準 (2013) のスターター(体重1O~20 kg)の

ビタミンB"要求量は 15.0同/kgである。本試験の

結果は 25μgを必要としているので，日本標準の

1.7倍が必要といえる。

6. ビタミン B12の実用的添加量

ビタミン B'2は赤色の結品で，コバノレトを含むた

めコバラミン(cobalamin)と呼ばれている。

飼料添加用に指定されているコパラミンはシア

ノコノ《ラミン(cyanocobalamin)である。B'2斉リにはこ

のほかヒドラキシコパラミン(hydroxycobalamin)と

か，ニトロソコパラミン(nitrosocobalamin)というの

がある。

国産のメーカーはなく，専ら輸入品で賄われてい

るが，海外の主なメーカーにはパーデイシュ

(BASF) ， ロッシュ (Hoffmann-LaRoche)， メノレク

(Merck)などがある。

輸入されたビタミン B'2剤は，国内のプレミック

スメーカー，これは多い時には 33社もあったが，

その後いくらかは整理，廃業された。

現在流通しているプレミックスでは 1kg中

1， 000 mg (l g)程度に希釈されたものが多い。なお

飼料向けのビタミン B'2の年間使用量は 1，000MIU 

単位で， 200~250 と推定されている。

とにかく ，ビタミン B'2の養豚飼料への添加量は

極めて少ない。 日本標準(2013)でのスタータ一期

(体重 1O~20 kg)の給与飼料は，飼料 1kg当り 15陪，

つまり飼料 1トン当り 15mgということである。

上記のプレミックスは 1kg中1.0 gのビタミン

B'2の含量だから，飼料トン当り 15gの割で添加す

ることになる。
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これを均一に混合するとなると至難の術を要す

ることになるが，このためほかのプレミックスにあ

らかじめ混合しておき，量を増してからそれらのビ

タミン類と一緒に配合することになる。

ビタミン B12は強酸，アノレカリ，還元，光，アス

コルビン酸や硫酸鉄に対しては不安定である。しか

し実用的な環境条件における安定性はかなり強い。

BASFの資料によると密閉容器による 6カ月間の

貯蔵で，損耗はなく月間平均ロスは 0%である。

開放容器は 4カ月の貯蔵中のロスは 0%，5カ月

目は 99%，6カ月白も 99%を維持，結局平均月間ロ

スは 0.04%となっている。

コリンを含まないプレミックスの場合は， 2カ月

目までは 100%，3カ月目以降6カ月までは 99%を

保持，平均月間ロスは 0.04%である。

コリンを含むプレミックスの場合は， 1カ月目は

100%， 2~4 カ月目は 99% ， 5~6 カ月目は 98%で，

平均月間ロスは 0.3%である。

コリンを含まないトレスミネラノレ中の安定性を

みると， 0.25カ月目は 100%，O. 5~1 カ月は 99% ，

2~3 カ月は 98% ， 4~5 カ月は 97% ， 6カ月は 96%

で，平均月間ロスは 0.6%である。

コリンを含むプレミックスの場合は 0.25カ月貯

蔵は 100%，0.5カ月は 99%，1カ月で 96%，2カ

月で96%，3カ月で 95%，4カ月で94%，5カ月で

92%， 6カ月で 90%となり，月間平均ロスは 2.0%

である。

ビタミン B12の適正添加量については色々な考え

があるが，基本的な考え方としては日本標準(2013)

が中心で，この量を給与すべきと思われる。

しかし試験によっては，この量よりも多くを給与

すべきとする結果もある。また日本標準は必要量を

示すもので，実際に給与する場合はアロワンスを加

味すべきとする意見もある。

また，今までの試験を省みると，供試飼料中のビ

タミン B12量が正確に把握されているか，どうかの

問題がある。

また，供試豚自身の食糞防止とか，天然供給量と

いうか豚自体の消化管内における，微生物によるビ

タミン B12の合成もある。

以上のほか，ビタミン B12添加量が極めて少ない

ので，供試飼料中に均等に添加されるかということ

も課題の lつである。

したがって，こういった事細かなことを除外して，

トウモロコシ・大豆粕飼料の給与を前提として，ア

メリカの各大学の養豚家向けガイドブックに示さ

れている程度の給与量が，実用的には無難ではない

かと思われる。

0アイオワ州立大学(1996)

体重 3~5kg(飼料 1kg 当りビタミン B12必要量，

77mcg，体重 5~8kg(70) ，体重 8~12kg(64)，体重

12 ~ 18kg (57) ，体重 18~25kg(51) ，体重 25~

34kg (44) ，体重 34~45kg(40) ，体重 45~59kg(35) ， 

体重 59~75kg(31) ，体重 75~94kg(26) ，体重 94~

117kg(22) ，体重 117~142kg(20)。
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